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C1・ カルパ ンチ エ 『初等教育 修了証書 の歴史」

飯 田 伸 二

周知のようにフランスは世界に冠たる学歴社会である。だが意外なことに学

歴社会を語るうえで不可欠の試験 ・コンクールにかんする研究は少ない。管見

によれば1990年 代に入るまで本格的なモノグラフィーといえば,1937年 に出

版されたバカロレアにかんする著作だけだつたのである1)。しかしなが ら最近

になつてようや く状況 に変化が生 じた。 フランスにおける 「学校」・「教育」

の深刻な機能麻痺を背景に,教 育史とりわけ 「科 目史」・「試験史」分野の研究

は近年目覚ましい進展を遂げている。文学研究者にとつても興味深い業績が少

なくない。

まず1993年 に19世 紀 フランス語 ・文学教育史の大家アンドレ・シェルヴェ

ルがアグレガシオ ンの歴史を扱 つたモノグラフィーを世に問うた。次いで

1999年 には同 じ著者が 『アグレガシオ ンか らバカロレアまでの主要試験 ・コ

ンクールにおける19世 紀のフランス語小論文』を発表 した2)。後者は,対 象

を フランス語小論文 に限定 しているとはいえ,19世 紀の学校文化で 〈文学〉

が果たしてきた決定的な重要性を物語る貴重な資料集である。また高等師範学

校ユルム校の入学試験にかんしては,『 高等師範学校200周 年」 および 『師範

学校の古典学』が,19世 紀から20世 紀初頭にかけて同校で実施 された入学試

験のあり方について貴重な情報を提供 してくれる。さらに時代が進んで世界大

戦間については,シ ルネリの先駆的業績 『知識人世代』を忘れることは許 され

まい。このように試験 ・コンクールにかんする研究は,バ カロレア,高 等師範

学校ユルム校の入学試験,ア グレガシオンといつたエ リー ト養成制度への関心

を軸に急速な発展を見せているのである3)。

さらにこれまではエリー トの選抜 ・教育に偏 つていた研究動向を是正する形

で,1990年 代後半から初等教育修了証書(以 下 「証書」)に 関連する研究にも

注目すべき成果があが つている4)。そのひとつが本稿で取 りあげるクロー ド・
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カルパ ンチエ著 『初等教育修了証書の歴史 ソンム県における公式文章と実

施状況(1880-1955年)」 である5)。

タイ トルが示すようにカルパ ンチエは,い くつかの例外をのぞけば調査対象

をもつばらソンム県に限定 している。 これは,初 等教育修了試験(以 下 「修了

試験」)実 施の大枠(試 験科目,時 間,受 験資格など)は 国が定めるものの,

実施の責任は各県がになつていたという事情に由来す る。だが彼 はソンム県で

得 られた調査結果の有効性はあ くまでローカルなレベルに留まり,フ ランス全

土に応用不可能 と考えているわけではない。む しろソンム県で確認できる受験

者の増減,合 格率,合 格者の出身社会階層,男 女比などの変遷から読みとれる

方向性は,各 県の事情による若干の偏差を超えて国全体の傾向を示唆するとい

う仮説を研究の出発点に据えている。

本書は全7章 からなる。社会学的視点が濃厚な研究であり,各 章が提供する

学問的興味は文学研究に携わる者にとつて一様ではない。とりわけ後半の4章

は議論の基盤をソンム県あるいは,同 県県庁所在地アミアンとその郊外の細か

い資料調査に据えている点で,文 学研究へ直接利用できる情報はきわめて限 ら

れている。以上の点を斜酌 しながら各章の主 旨を簡単に紹介 しよう。

第1章 では 「証書」 がになうべき価値が議論の対象 となる。 そもそ も 「証

書」は,と りわけ農村部の児童の就学率をあげるたあに第2帝 政下に創設され

た。第3共 和政の下で初等教育の義務化 ・無償化が実現 したのにともない,

「証書」 の民主化を押 し進めるべきか,そ れとも一部の成績優秀者に固有のも

のとすべきかが社会的な議論の争点になった。 これにかん して国 ・県 ・教育関

係者 ・産業界が19世 紀の後半から1940年 にかけて提出 した見解の紹介 ・分析

が章の論述の柱になつている。カルパ ンチエは初等教育の根本的改革者 フェ

リーが 「証書」 は 「標準的な知性をもち,標 準的な教育を受けたことの証明」

で しかないと考 え,「証書」の一般への拡大を目指 していた事実を喚起する。

その一方で,彼 は 「証書」が児童のあいだに実際に定着=民 主化するのはよう

やく1930年 代なつてからである点を論証 している。

第1章 のテーマには教育システム全体のなかで 「証書」が占める地位の確定

作業が含 まれる。 この課題に応えたのが続 く第2章 である。いわゆるフェリー

改革は初等教育ばかりでな く,中 等 ・高等教育の民主化 も推 し進めた。 この改

革により,ア ンシアン ・レジーム以来初等教育を修めた児童が中等教育に進む
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のを阻んできた障害がわずかながら緩和されたのである。20世 紀前半 に中等

教育の民主化が進むなか,議 論の対象となつたのが 「修了試験」の受験年齢で

ある。カルパ ンチエは初等教育と中等教育の関連を視野に入れながら,こ の問

題を論 じている。小学児童が中学校初等科出身の子供たちと同年齢で中学に進

学するには11才 で中学第6学 年に進学する必要があつた。だが当時の初等教

育修了年齢は13才 である。「修了試験」の年齢を低 く設定すれば,優 秀な児童

の多 くが修了年齢に達する前に小学校を離れる恐れがある。また受験年齢を引

き上げても優秀な児童が小学校に残る保証はなく,か えつて 「証書」のレベル

をさげる危険ばか りが増大する。実際には 「証書」が歩んだ道はカルパンチエ

の言葉を借りれば 「民主化」の道である。つまり 「証書」は初等教育のエ リー

ト層から,修 了年齢まで小学校に通 つた児童全体へ とその対象を広あていつ

た。 この傾向に対応 し 「修了試験」 の受験年齢は引き上げられる。19世 紀末

か ら20世 紀初頭にかけては11才 以上 と12才 以上のあいだで受験年齢がゆれ

ていたが,1910年 から第3共 和政末期までは細かい修正を伴いなが ら12才 以

上に設定されるのである。

第3章 は 「証書」の民主化と初等教育および中等教育の関係を試験問題の内

容 ・難易度か ら検討 している。 ここで著者は試験で 「フランス語」,と りわけ

受験生の 「綴 り」能力を見極めるための 「聞 き取 り」が担 つてきた重要性に注

目する。とりわけ 「証書」の誕生当初か ら 「聞 き取 り」が合否に与えてきた決

定的な影響力は徐々に緩和され1917年 の改革により 「聞き取 り」 の一定の

レベルを保ちなが ら,他 の科目(算 数,歴 史など)と の均衡に配慮 した科 目編

成 ・採点方法が構築 されていつた経緯 を公式文章の分析を通 して追跡 してい

る。 とりわけ1917年 の改革には,カ ルパ ンチエは 「受験者を増やす」 という

当局の意図が大きく働いていたのではないかと推論 している。

論述のスタイルは第4章 以降大きく変化す る。第3章 までは公的文章,専 門

雑誌に発表された関係者の証言の分析を踏まえた,い わば制度論的な議論が中

心であった。これ以後は統計の分析に基づいた社会学的アプローチが柱 とな

る。まず第4章 では 「証書」が児童 ・教員に与える影響およびその変遷が取 り

あげられている。 ここでわれわれの関心を引くのは,カ ルパ ンチエが1930年

代中盤(と りわけ1933年 から1935年 にかけて)を 「証書」の性格が決定的に

変容 した時期と捉えている点である。試験の成績を詳細に吟味した著者 によれ
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ば,こ の時期 を境にそれまでは小学校 に留 まつていた優秀な児童が 「修了試

験」 を待たずに中学校の第6学 級へ進むようにな り,「証書」 は優良児童の徴

としての機能を失つて しまう。その理由として彼は特に経済危機 と中等教育の

無償化をあげている。

第5章 では学校の立地条件,保 護者の社会的帰属,児 童の性別 ・年齢といつ

た観点から 「証書」獲得に有利に働 くファクターが解明される。第6章 および

第7章 は 「証書」の社会的機能を問題にしている。まず第6章 でカルパ ンチエ

は,「証書」取得者の進路,彼 らの最終的な職業を調査 し,「証書」のいわば社

会的収益力を計ろうとしている。また第7章 では児童の出身階層にとつて 「証

書」がどのような意味をもつのかを解明すべ く,と りわけア ミアンおよびその

近郊にフィール ドを絞 つて,階 層 ・職業別に 「証書」の取得率,そ の後の進路

が詳細に調査されている。

すでに指摘 したようにカルパ ンチエは制度論的 ・社会学的視点に立 つてい

る。それゆえ彼は 「修了試験」に出題された個々の問題を調査の対象から外 し

ている。これについては,第3共 和政か ら第4共 和政 にかけての初等教育で

〈文学〉が果たしてきた役割を具体的に把握 ・理解 しようと期待する読者の失

望は小さくないだろう。にもかかわらず本書が文学研究者にとって一読に値す

るのは,公 式文章 ・実証的データに依拠 しなが ら第3共 和政の 〈神話〉のひと

つに祭 り上げられた 「証書」が果た した歴史的役割を多角的に論 じているから

である。

じじつカルパ ンチエの研究により,読 者は第3共 和政 の 「学校」・「教育」

を扱つた作品により微妙な奥行 き・陰影を読みとる視点を得た。本書評を締め

くくるに当た り,こ うした読みの可能性をセ リーヌの 「なしくず しの死」に

探つて素描 しておきたい。

この作品では主人公 フェルディナンが 「修了試験」に挑む一節がある。その

場面を紹介 しよう6)。試験の朝,ど この母親 もわずかなりともわが子を力づけ

ようと試験会場につめかける。試験は小学校に通う児童とその両親にとり最 も

「厳粛な瞬間」 であるか らだ。 しかし母親連の力の入れようとは裏腹に子供た

ちの出来は無惨である。試験第2部 の口頭試問では 「子どもたちは,み んな質

問の度に間違えた」。「あらゆる子に代わつて答えていた」のは当の試験官であ

る。 もちろんフェルディナンもその例に漏れない
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ま るで白痴のグループだつた……母親たちは次第にまつ赤になつていつた……子供た

ちにとつちゃあゴマンの平手打ちほどの脅威だった……室内には大虐殺の匂いが した

・とうとう全部の子が終わつた……あとは合格発表を待つばかりだつた……それこ

そ奇跡中の奇跡だつた!… …とうとう全員が合格 したのだ!7)

緊張する親の前で,無 知ぶりを露呈するばか りの子供たち,彼 らの学習レベル

を十分に承知 していなが ら,あ えて全員合格にする学区の視学監。 ここでは機

能麻痺をきたし,そ の 「厳粛」な外観だけがかろうじて残 る制度の虚無が暴き

だされている。

『なしくず しの死」 の出版は1936年 である。 「証書」 の社会的機能の変遷と

関連づければ,ま さしく 「証書」が初等教育のエ リー トから,初 等教育を受け

た児童全体に広 く開かれは じめた時期 と一致する。だが小説のなかで主人公

フェルディナ ンが小学校に入学するのは1900年 のパ リ万博か らしば らくして

の ことである(し か も入学前には基本的な 「読み」の力 と数を身 につ けてい

た)。 それゆえ彼が受験 したのはおそらく1900年 代半ばということになる。つ

まり 「証書」がまだその威光を保 っていた時代である。またセ リーヌは 「修了

試験」の受験条件については何 も語 つていない。児童が 「証書」を手に入れる

ことは教師にとつても名誉であつた。 じじつカルパ ンチエの研究によれば 「修

了試験」の合格者数 は教師の異動 ・昇進では有利に働 く客観的なファクターで

あつた。それゆえ教師は受験する児童を厳正に選別 していた。合格する見込み

のない児童は受験す らさせてもらえなかつたのである。すでに19世 紀後半か

ら合格率がかなり高かつた理由もここにある(カ ルパンチエの調査によれば年

ごとに大 きなばらつきはあるが低 くとも55%,高 い年には80%に 達 した)。つ

まり 『なしくず しの死』は,「証書」の歴史的変遷をあえて無視 して,「修了試

験」を意図的に嘲弄 しているのだ。

「修了試験」の一節は,お そらく作品全体のエコノ ミーと通底 している。『な

しくず しの死』はベル ・エポックの華やかさが隠 しもつていた暗部を執拗に挟

りだす。その攻撃対象のひとつが 「教育」にほかな らない。家庭 ・学校 ・寄宿

舎 ・職場などで行われる教育は欲望 と金が支配する実社会では何の役にも立た

ない。このテーゼに小説はくり返 し立ちもどる。とりわけ厳 しい椰楡の標的に

されるのが 「学校」 である。20世 紀初頭の労働市場では絶大な力を発揮 した

はずの 「証書」を持ちながらフェルディナンは何度 も職を失 う。イギ リスの寄
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宿学校にも滞在するが,そ こで彼は決 して何 も学ばないという決意を終始守 り

抜 く。結局彼が仕事にありつ くのは,独 学で発明雑誌 「ジェニ トロン」の発行

人兼編集者になつたクールシアルの下でである。小説のクライマックスでこの

発明狂 は破産からの起死回生を目論みパ リ郊外に開拓団を結成するが,極 貧生

活を送 る彼には集 まつた子供たちを教育する物理的余裕はない。だが作品中子

供が生 き生 きと生活 し,た くましく成長する場所が唯一 この開拓団にほかなら

ないのだ。 「教育」 にかんするさまざまなエピソードの締あ くくりがこの非=

教育的な開拓団の肯定的側面であることは,「 なしくず しの死』 における 「学

校」攻撃の徹底ぶ りを物語 る証にほかなるまい。

また作品において最 も惨めで最 も嫌悪感を催させる人物が,最 も高学歴で教

養ある人物,つ まりフェルディナ ンの父オーギュス トであるの も示唆的であ

る。 じじつ フェルディナンが彼の逆鱗に触れる度に彼の口か ら溢れだすのは,

当時のエリート教育の徴ともいえるラテン的教養である

僕 は ロ ー マ人 の モ ラ ル に よ つ て,キ ケ ロ に よ つて,全 ロー マ帝 国,全 古 代 ロー マ の す

べ て に よ って 唾 棄 され た。8)

しかし中等教育で授かつた教養にもかかわらず,オ ーギュス トは保険会社か ら

いつ解雇 されるのか と戦 々恐々とする平社員で しかない。 しか も 「〈モダン〉

な教育」9)つまり外国語 とフランス語中心の教育を受け,ラ テン語をほとんど

知 らぬまま大学にまで進んだ若い社員たちからは,格 好のい じめの標的にされ

る有 り様である。父親は19世 紀の高校で古典教育を受け,ま たその息子は20

世紀初頭に 「証書」獲得 した。この2つ は共に学歴の点からすれば社会化の最

良の保証にほかなるまい。だがこの親子はいずれもこの貴重な教育資本を生か

すことができず,社 会の現実に押 しつぶされる。作品のタイ トルが告知するよ

うに,セ リーヌの小説世界では教育を通 じた社会化への努力は常に回収不能な

のである。

「修了試験」 の実態 と 「証書」 の価値の変遷を小説世界と突き合わせること

は,現 実 と文学のあいだに本来 は存在 しないはずの対応関係を不用意に築 く危

険をおかす ことか もしれない。 しかしセ リーヌの初期作品は,作 者が生 きた社

会ばか りでなく,社 会化のプロセスそのものに立ち向かつている以上,テ クス

ト自体が社会史 ・文化史的な読みを要請 していると考えるほうが,作 品に対す
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るいつそう忠実なアプローチなのではあるまいか。いずれにせよ第3共 和政と

は,教 育をテーマとする小説が多 く書かれ,ま た地方文学が大きなブームとな

るなか,地 方在住の小学校教師が しば しば自作を世に問 うた時代である10)。つ

まり学校という 〈社会化〉の場所がさまざまな経路を通 じ文学と結びついてい

た時代なのである。カルパ ンチエのように小学校の実態を多角的に解明 しよう

とする研究は,近 代フランス文学の読みに驚きに満ちた発見をもたらして くれ

るにちがいない。
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